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『第２４回ふれあいセンターまつり』が天候に恵まれ 2 月１２日（日）10 時

から 15 時まで開催され、多くの方々が訪れました。 

ふれあいセンターは、生涯学習の推進をはかる役割も担い、大勢の人が利用し

ています。現在、陶芸や茶道、書道、生花、パソコンの５講座をはじめ、ギター

やフラダンス、やさい塾など１５グループの同好会や教室などが活動しています。 

このまつりは、ふれあいセンターの日ごろの活動の成果を披露するほか、人権

や福祉について考え、ふれあいを深める場にしようと毎年行われています。 

２階を中心に、センターで行われている講座や同好会をはじめ、市内 6 地区の

公民館活動の展示があり、書道や手芸、陶芸、写真など個性豊かな作品や、こだ

ま園やあゆみ園などの福祉施設の利用者の温もりを感じる手作りの作品、人権に

関するポスター、標語の優秀作品などが展示されました。 

訪れた人は、幅広い分野の力作、一点一点に足を止め、熱心に鑑賞されました。

ふれあいコーナーでは、お茶席、バザー（豚汁、おにぎり、寿司）、福祉団体によ

る出店もあり、会場は大いに賑わいました。 
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ふれあいセンターまつりに出品・出店協力いただいた方々 

（ご協力ありがとうございました） 

・ 公民館（稲倉、県主、木之子、荏原、野上、出部） 

・ ふれあいセンター講座(陶芸、生花、書道、茶道)同好会(パソコン、やさい塾) 

・ こぎん刺繍教室 

・ 市内小学校児童（習字、絵画）、木之子中学校生徒（絵画） 

・ 市内小中高生と一般からの人権標語とポスター 

・ 市内福祉施設（こだま園、きのこ荘、みずき、あゆみ園、はばたき作業所、太

陽の会、偕楽園、長楽園） 

・ エプロンおばさん 

・ 市職員バルーンアート同好会 
 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

（２階展示コーナーの様子） 

 

（１階玄関・ロビーの様子）      （１階会議室 豚汁・おにぎり） 



 
３ 

 

 

 

 

親子そばうち体験会 
 親子そばうち体験会を１１月１９日（土）に行いました。母と子、祖母と孫の４家族

１０名と男性を含む大人５名が、講師の池宗尚先生の指導で、ビニール袋による簡単な

そばうちに挑戦しました。今回も先生のご家族が手伝いに来て下さいました。最後に、

そばを茹でて、講師の先生が準備してくださったつゆと薬味を入れ、温かい日本そばに

して美味しく味わいました。ここで学んだ打ち方で、早速暮れには家庭で年越しそばを

作った方もいらっしゃったようです。                            

 

 

 

 

史跡めぐり 
第７回ふれあいセンター史跡めぐりを１２月３日（土）午後に開催しました。好天に

恵まれ、市役所のマイクロバスで、阪谷朗廬先生の生家、星

尾神社、桜渓塾、興譲館を訪ねました。講師の井上晴正先生・

馬越英樹先生が当日の引率、資料による解説をしてくださ

り、２０名の参加者にとって井原の歴史を再認識できた半日

になりました。当日は、美星町明治地区の方に親切に道案内

していただいたり、星尾神社の氏子総代・宮司の方たちに歓

待していただいたりで、心温まる史跡探訪にもなりました。 
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親子料理教室 
１２月１０日（土）と１７日（土）に、両日とも同じクリスマスメニュー作りの親子

料理教室を開催しました。昨年度までは１日だけの開催にしておりました。とても人気

があり、申し込みを承れなかったので、今年度は２日開催しました。それぞれ８組、合

わせて１６組３５名の親子が取り組むことができました。 

 講師の三村万岐子先生の指導のもと、村上佳代先生の助けも受けて、ミニピザ、雪だ

るまのポテトサラダ、星のスープ、トナカイのカップケーキという４つのメニューを作

りました。かわいい飾りの品が並び、食べるのがもったいないようなクリスマスメニュ

ーが完成しました。家族へ世界でただひとつだけのお土産を持ち帰ることができまし

た。 

 

 

 

 

 

小学生習字教室 

１月４日（水）午前９時から小学生習字教室を行いました。この教室は、ふれあいセン

ターの新年の恒例行事として、毎年開いています。今回は市内から、２７名の児童が参

加し、真剣な表情で筆を運んでいました。 

 ２階コミュニティホールに硬筆の１、２年生、１階多目的室に毛筆の３年生、１階会

議室に毛筆の４年生、１階和室に毛筆の５、６年生と４グループに分かれ、学年ごとの

課題に取り組みました。市内小・中学校を退職された亀山良子先生、上野和子先生、井

上晴正先生、藤井美江先生、村上佳代先生、片山将子先生の６名が、講師として子ども

たちの指導に当たってくださいました。 

 児童は、手本を横に置いて先生のアドバイスを聞きながら、一筆一筆気持ちを込めて

書きました。 

なお、この日書いた作品は学校に提出するほか、２月１２日（日）の「ふれあいセン

ターまつり」でも展示されました。 

 


